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吹
田
市
立
博
物
館
発
行

『
吹
田
の
歴
史
』第
七
号「
垂
水
南
遺
跡
出
土

の
墨
書
土
器
」　　
　
　
　
藤
原 

学
氏
論
文

『
わ
か
り
や
す
い
吹
田
の
歴
史
』

本
文
編・・・ 

吹
田
市
立
博
物
館

『
即
位
礼
と
大
嘗
祭
を
読
む
』・・・ 

戸
村 

政
博

天
皇
制
の
根
幹
と
な
る
即
位
儀
礼「
八

十
島
祭
」が
吹
田
で
行
わ
れ
て
い
た
、
と

言
え
ば
、
あ
な
た
は
驚
く
だ
ろ
う
か
。
そ

の
根
拠
と
な
る
の
は
、
垂
水
の
二
つ
の
遺

跡
。
一
つ
は「
垂
水
南
遺
跡
」、
昭
和
53
年
、

「
難
波
津
の
歌
」が
墨
書
さ
れ
た
土
器
が
出

土
し
た
。「
難
波
津
の
歌
」は
天
皇
即
位
に

関
わ
る
歌
だ
っ
た
。
二
つ
目
は「
五
反
島

遺
跡
」、
こ
こ
か
ら
は「
八
十
島
祭
」に
使

わ
れ
た
と
同
形
の「
唐
鏡
」が
掘
り
出
さ

れ
た
。
こ
の
二
つ
の
遺
跡
は
、
共
に
、
垂

水
の
南
に
あ
り
、ど
ち
ら
も
即
位
儀
礼「
八

十
島
祭
」に
関
わ
り
が
あ
る
。こ
ん
な
偶
然
、

あ
る
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、
二
つ
の
遺
跡

か
ら
吹
田
に
お
け
る
天
皇
祭
祀
の
痕
跡
を

探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず「
垂
水
南
遺
跡
」を
見
て
み
よ
う
。

『
わ
か
り
や
す
い
吹
田
の
歴
史
・
本
文
編
』

に
は「
平
安
時
代
初
め
の
墨
書
土
器
44

点
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に

「
垂
庄
」や「
中
庄
」な
ど
の
東
寺
領
垂
水

庄
と
の
関
わ
り
を
示
す
と
と
も
に
、『
難

波
津
の
歌
』の
墨
書
土
器
が
あ
り
ま
し

た
」と
あ
る
。
し
か
も
、
大
阪
で
は
唯

一
の
出
土
で
あ
る
と
い
う
。
墨
書
土
器

の
実
物
を
見
た
い
。
吹
田
市
立
博
物
館

に
電
話
す
る
と「
当
館
に
展
示
し
て
い

ま
す
」と
い
う
返
事
。
早
速
、
博
物
館

に
向
か
っ
た
。
博
物
館
で
は
、
西
本
安

秀
さ
ん
が「
垂
水
南
遺
跡
は
、
弥
生
時

代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
集
落
遺

跡
で
、
東
南
側
に
平
安
時
代
初
期
の
河

跡
が
あ
っ
て
、
そ
の
堆
積
土
の
中
か
ら

墨
書
土
器
は
見
つ
か
り
ま
し
た
。
土
器

は
平
安
時
代
の
初
め
こ
ろ
と
思
わ
れ
ま

す
」と
、
解
説
し
て
く
れ
る
。

「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花　

冬
ご
も

り
今
は
春
べ
と
咲
く
や
こ
の
花
」、
こ
れ

が『
難
波
津
の
歌
』だ
が
、
延
喜
5
年

（
9
0
5
）の『
古
今
和
歌
集
』仮
名
序
に

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
墨
書
土
器
を
見

て
行
く
と
、「
□
波
津
迩
佐
久　

己
毛

利
・・
」は
、
た
し
か
に「
は
づ
に
さ
く

　

こ
も
り
」と
読
め
る
。
そ
し
て
、「
部

止
佐
」は「
春
べ
と
さ
く
」の「
べ
と
さ
」

だ
と
読
め
る
。「
最
初
は
何
が
書
い
て
あ

る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
研

究
の
結
果
、
難
波
の
歌
と
読
め
て
き
ま

歴
史
家
の
栄
原
永
遠
男
氏
の
論
文

『
難
波
津
の
歌
と
難
波
』に
は「
難
波
津

の
歌
は
生
命
力
を
活
性
化
さ
せ
る
呪
力

を
も
つ
歌
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
あ
る

い
は
、
そ
れ
を
書
く
こ
と
は
、
こ
の
歌

の
呪
力
を
発
動
さ
せ
る
呪
術
的
行
為
…

冬
か
ら
春
に
な
っ
て
花
が
咲
い
た
と
い

う
よ
う
な
一
般
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、

そ
の
咲
い
た
場
所
が
他
な
ら
ぬ『
難
波

津
』で
あ
る
こ
と
が
重
要
…
こ
の
花
を

生
命
あ
る
い
は
権
力
そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
の
象
徴
と
見
な
す
こ
と
は
可

能
で
あ
る
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の

再
生
を
願
う
歌
、
さ
ら
に
は
進
ん
で
再

生
を
可
能
に
す
る
呪
力
を
持
っ
た
歌
」

と
書
か
れ
て
い
る
。『
難
波
津
の
歌
』の

墨
書
土
器
は
、
習
字
の
お
手
本
や
落
書

き
で
は
な
く
、
栄
原
氏
が
言
う
よ
う
に
、

「
呪
術
」あ
る
い
は「
祈
り
」と
見
る
方

が
自
然
な
感
じ
が
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

『
八
十
島
祭
』の
た
め
に『
難
波
津
の
歌
』

が
土
器
に
墨
書
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の『
難
波
津
の
歌
』の
来
歴
に
つ
い
て
、

『
古
今
和
歌
集
・
仮
名
序
』で
紀
貫
之
は「
難

波
津
の
歌
は
帝
の
御
初
め
也
。
お
ほ
さ

き
の
帝
の
難
波
津
に
て
皇
子
と
き
こ
え

る
時
、
東
宮
を
互
い
に
譲
り
、
位
に
つ

き
給
は
で
三
年
に
な
り
に
け
れ
ば
王
仁

と
い
ふ
人
の
い
ぶ
か
り
思
ひ
て
詠
み
て

奉
け
る
歌
也
。
こ
の
花
は
梅
な
る
べ
し
」

と
書
い
て
い
る
。

「
お
ほ
さ
き
の
帝
」と
は
、
仁
徳
天
皇
の

こ
と
で
、
彼
が
皇
位
を
継
ぐ
の
を
渋
っ
て

い
た
の
で
、
百
済
の
王
仁
博
士
が
見
か
ね

て『
難
波
津
の
歌
』で
即
位
を
促
し
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
難
波
津
の

歌
』に
は
、
天
皇
の
王
権
を
讃
美
す
る
と

い
う
祈
り
が
あ
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
改
め
て
、
垂
水
南
遺
跡
の
墨

書
土
器
だ
が
、
平
安
時
代
の
初
め
、
と

い
う
時
代
に
、『
難
波
津
の
歌
』が
ど
の

よ
う
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
か
と

云
う
事
を
考
え
て
み
た
い
。
当
時
は
、

奈
良
の
平
城
京
か
ら
長
岡
京
、
平
安
京

へ
の
遷
都
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
、
天

皇
家
の
血
筋
は
、
天
武
天
皇
系
か
ら
桓

武
天
皇
の
天
智
系
へ
移
行
し
た
。
そ
し
て
、

桓
武
天
皇
は
百
済
系
の
高
野
新
笠
の
息

子
で
あ
る
。『
難
波
津
の
歌
』に
込
め
ら

れ
た
日
本
の
王
権
と
百
済
系
渡
来
人
の

故
事
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
で
、
桓
武
天
皇
、

あ
る
い
は
、
そ
れ
以
降
の
天
皇
即
位
を

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
、『
五
反
島

遺
跡
』を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
遺
跡
の
発

掘
は
昭
和
61
年
、「
南
吹
田
下
水
処
理
場
」

の
拡
張
工
事
の
際
、
平
安
時
代
の
遺
物

の
中
に
、
唐
鏡
・
小
刀
・
馬
具
・
鉄
斧

な
ど
が
出
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
川
岸
の

祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、

中
で
も
唐
鏡
は「
延
喜
式
」に
書
か
れ
た

「
八
十
島
祭
」の
記
述「
径
五
寸
」と
一
致

し
た
。
墨
書
土
器
の
推
定
年
代
も
平
安

時
代
だ
っ
た
。「
五
反
島
遺
跡
と
墨
書
土

器
と
の
関
係
は
ど
う
で
す
か
？
」と
西
本

安
秀
さ
ん
に
聞
く
と「
五
反
島
遺
跡
は
八

十
島
祭
が
行
わ
れ
た
と
す
る
説
が
あ
り

ま
す
。
神
崎
川
の
南
側
の
十
八
条
遺
跡
は
、

大
阪
市
の
領
域
に
入
る
た
め
に
発
掘
で

き
な
い
の
で
す
が
、
昨
年
、
五
反
島
遺

跡
は
よ
り
深
い
地
層
の
発
掘
が
行
わ
れ
、

様
々
な
も
の
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
研

究
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
」と
お
っ

し
ゃ
る
。
そ
れ
は
頼
も
し
い
。

「
八
十
島
祭
」を『
広
辞
苑
』で
引
け
ば

「
大
嘗
祭
の
翌
年
、
吉
日
を
選
び
、
使
い

し
た
」と
西
本
さ
ん
は
言
う
。

権
威
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
つ
ま
り
、「
仁
徳
と
百
済
の
王

仁
」の
関
係
を「
桓
武
天
皇
と
百
済
王
族
」

の
関
係
に
照
応
さ
せ
た
、
と
み
た
い
の
だ
。

を
摂
津
国
難
波
に
遣
わ
し
、
生
島
神
・

足
島
神
を
主
と
し
、住
吉
神
・
大
依
羅
神
・

海
神
・
垂
水
神
・
住
道
神
な
ど
を
祭
る

儀
式
」と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
儀
式
は
、

琴
に
あ
わ
せ
て
天
皇
の
衣
装
を
海
に
向

け
て
振
り
、
つ
い
で
禊
を
し
て
祭
物
を

海
に
投
じ
て
、
天
皇
の
衣
装
を
持
ち
帰
る
。

つ
ま
り
、『
八
十
島
祭
』と
は
、
大
八
洲

の
霊
を
天
皇
に
付
着
さ
せ
、
国
土
の
統

治
者
と
し
て
の
宗
教
的
資
格
を
付
与
す

る
行
事
で
あ
る
。

『
八
十
島
祭
』の
儀
式
は
海
に
向
か
っ

て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
垂
水
は
河
の

セ
ン
タ
ー
と
見
ら
れ
て
い
る
。
議
論
の

分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、「
垂
水
」

の
地
は
、
か
つ
て
、
東
に
河
内
湖
、
西

に
大
阪
湾
を
隔
て
る
汽
水
域
と
見
ら
れ
、

時
に
海
、
時
に
河
の
よ
う
な
場
所
で
は

な
か
っ
た
か
。
そ
ん
な
特
別
な
浜
辺
が

「
大
八
洲
」と
見
な
さ
れ
た
と
し
た
ら
…

改
め
て
、
幻
の「
八
十
島
祭
」の
現
場
、

垂
水
南
遺
跡
か
ら
五
反
島
遺
跡
付
近
を

歩
い
て
み
た
。
北
は
垂
水
の
丘
か
ら
、

南
は
大
阪
の
上
町
台
地
に
一
筋
聖
な
る

ラ
イ
ン
が
連
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

大
阪
湾
と
旧
河
内
湖
を
つ
な
ぐ
東
西
の

ラ
イ
ン
…
こ
の
南
北
と
東
西
の
軸
が
、

こ
の
垂
水
の
町
で
ク
ロ
ス
し
て
い
る
。

た
だ
な
ら
ぬ
場
所
で
あ
る
。
今
後
、
神

崎
川
左
岸
の
十
八
条
遺
跡
の
発
掘
が
行

わ
れ
た
ら
、
き
っ
と「
八
十
島
祭
」の
真

実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
了
） 

天
皇
の
即
位
儀
礼
が
吹
田
で
…

「
難
波
津
の
歌
」が
書
か
れ
た

 

　
　
　
墨
書
土
器
が
出
土
し
た

『
難
波
津
の
歌
』に
は

　
　
　
呪
術
的
意
味
が
あ
っ
た

『
古
今
和
歌
集
・
仮
名
序
』に
は

　
　
　
天
皇
即
位
の
祈
り
が
あ
っ
た

五
反
島
遺
跡
は
八
十
島
祭
の
場
所
？

八
十
島
祭
は
天
皇
即
位
の
儀
礼
で
あ
る

垂
水
に
響
く
『
難
波
津
の
歌
』

吹田溺愛主義吹田溺愛主義吹田溺愛主義 二十六

新山ひろし

墨書土器の底部内面：読みにく
いが、□波津尓佐□・・「はずに
さ」と読める。

墨書土器の外面：□部止佐□・・・
「べとさ」と読める。『春べと咲
く』の部分である。

吹田市立博物館の西本安
秀さん。たくさんの資料
を用意していただいた。

垂水南遺跡と五反島遺跡
の場所を示す地図。

五反島遺跡から出土した材木類

み
そ
ぎ
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